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平成27年度湯沢市ふるさと納税推進事業登録事業者募集

　市では、ふるさと納税の推進と市内産業の活性化を図るために、５千円以上ご寄附
をいただいたかたに、地元の魅力あるふるさと特産品を贈呈する「ふるさと納税推進
事業」を26年度の５月から開始しました。全国各地から大きな反響があり、８千件を
超えるご寄附をいただいています（25年度36件）。
　27年度も本事業を引き続き実施するに当たり、より一層の特産品の充実を図るため、
本事業への参加を希望する業者、ふるさと特産品を次のとおり募集します。
　なお、申し込みの取りまとめや寄附者への贈呈業務は一般社団法人湯沢市観光物産
協会が行います。

募
集
内
容

〇
募
集
期
間　

３
月
６
日
㈮

〇
申
し
込
み
条
件
　

　

①
市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業
所

　
　
（
工
場
な
ど
を
含
む
）を
有
す
る
法
人
、

　
　

ま
た
は
個
人
で
あ
る
こ
と

　

②
市
税
に
滞
納
が
無
い
こ
と

　

③
暴
力
団
の
構
成
員
ま
た
は
暴
力
団
に

　
　

協
力
し
た
り
、
関
与
し
た
り
な
ど
、

　
　

こ
れ
に
関
わ
り
を
持
つ
者
で
な
い
こ

　
　

と

〇
申
し
込
み
方
法　

右
記
期
日
ま
で
、
指

　

定
の
申
込
書
に
て
、
湯
沢
市
観
光
物
産

　

協
会
に
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い

〇
申
し
込
み
先　

一
般
社
団
法
人
湯
沢
市

　

観
光
物
産
協
会
（
湯
沢
市
柳
町
一
丁
目

　

1
番
13
号
、☎
73
0
4
1
5
、FAX
78
2
3

 

2
3
）
へ

　
〇
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
班

　
（
☎
73
2
1
1
3
）
へ

〇
募
集
商
品

　

①
湯
沢
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
、
地
元

　
　

事
業
者
が
市
内
で
製
造
、
加
工
、
採

　
　

取
、
栽
培
な
ど
し
た
商
品
ま
た
は
提

　
　

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
商
品

　

②
三
千
円
以
内
、
五
千
円
以
内
、
一
万

　
　

五
千
円
以
内
、
二
万
五
千
円
以
内
、

　
　

五
万
円
以
内(
送
料
、
消
費
税
別)

の

　
　

各
価
格
帯
に
付
き
、
二
点
以
内

　

※

提
供
可
能
時
期
や
数
に
限
り
が
あ
る

　
「
限
定
特
産
品
」
を
含
む
場
合
に
は
四

　

点
以
内
。

　

③
申
し
込
み
可
能
数
は
合
計
六
点
以
内

　　

申
し
込
み
さ
れ
た
商
品
は
審
査
の
上
、

ふ
る
さ
と
特
産
品
と
し
て
登
録
し
ま
す
が
、

申
し
込
み
さ
れ
た
商
品
の
全
て
が
登
録
に

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
価
格
帯
の
追
加
予
定
商
品
数

と
申
し
込
み
例
に
つ
い
て
は
、　

下
表
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

価　　格　　帯

追加予定数

合計特産品 150 点
（既存特産品 106 点）

申し込み例 1 申し込み例 2

６点合　　計　　数 ６点

通年
商品

限定
商品

通年
商品通年商品 限定商品

１点０点

計 12 点

３点３点

５点

６点

10点

８点

3,000円程度以内

5,000円程度以内

15,000円程度以内

25,000円程度以内

50,000円程度以内

１点 １点 ２点 ２点

２点

１点

１点

１点

限定
商品

平
成
26
年
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

一
月
二
十
三
日
、
湯
沢
市
体
育
協
会
ス

ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、
長
年
、
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
二
人

に
有
功
賞
が
、
昨
年
一
月
か
ら
の
各
種
大

会
で
活
躍
し
た
七
人
に
栄
光
賞
、
二
十
一

人
と
五
団
体
に
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
二
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
有
功
賞
】

高
崎　

徹
郎
さ
ん

た
か
さ
き

て
つ
ろ
う

（
前　

森
）

　平成 18 年から湯沢市雄勝郡剣道連
盟副会長として、剣道の普及、発展に
貢献。立切試合実行委員として運営に
尽力している。また、少年剣士の指導
や一般剣士の強化に取り組んでいる。

【
有
功
賞
】

皆
川　

養
悦
さ
ん

み
な
が
わ

よ
う
え
つ

（
表　

町
）

　湯沢市弓道連盟副会長や幹事長とし
て、約 30 年にわたり会の発展に貢献。
第１回市民弓道教室から講師を長年務
め、高校弓道部の育成や市民弓道人の
育成に取り組んでいる。

【
栄
光
賞
】

水
落　

育
美
さ
ん

み
ず 

お
ち

い
く  

み

（
裏　

門
）

■
ス
キ
ー
競
技

髙
橋　

駿
也
さ
ん

た
か 

は
し

し
ゅ
ん  

や

（
柳　

田
）

戸
田　

絵
美
さ
ん

と      

だ

え　

 

み

（
下
院
内
）

■
陸
上
競
技

熊
谷　

彩
乃
さ
ん

く
ま 

が
い

あ
や   

の

（
清
水
町
）

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

佐
藤　
　

葵
さ
ん

さ   

と
う

あ
お
い

（
山　

田
）

石
垣　

拓
海
さ
ん

い
し 

が
き

た
く   

み

（
三
梨
町
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

井
上　

舞
子
さ
ん

い
の  

う
え

ま
い   

こ

（
山　

田
）

■
柔
道
競
技

【
奨
励
賞
・
個
人
】

佐
藤　

か
な
で
さ
ん

さ   

と
う

（
皆　

瀬
）

■
ス
キ
ー
競
技

藤
原　

拓
馬
さ
ん

ふ
じ 

わ
ら

た
く   

ま

（
秋
ノ
宮
）

■
陸
上
競
技

柴
田　

あ
い
り
さ
ん

し
ば   

た

（
田　

町
）

小
西　

海
斗
さ
ん

こ   

に
し

か
い   

と

（
川
連
町
）

加
藤　

楓
華
さ
ん

か   

と
う

ふ
う  

か

（
山　

田
）

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

小
坂　

麻
奈
さ
ん

こ　

さ
か

ま    

な

（
岡
田
町
）

松
倉　

ゆ
つ
き
さ
ん

ま
つ 

く
ら

（
岩　

崎
）

柴
田　

茉
実
さ
ん

し
ば　

た

ま    

み

（
八　

幡
）

佐
藤　

美
佳
さ
ん

さ   

と
う

み    

か

（
仁
井
田
）

伊
藤　

は
る
か
さ
ん

い  

と
う

（
柳　

田
）

池
部　
　

香
さ
ん

い
け   

べ

か
お
り

（
岩　

崎
）

奥
山　

未
麗
さ
ん

お
く 

や
ま

み    

れ
い

（
元
清
水
）

小
松　

未
歩
さ
ん

こ   

ま
つ

み    

ほ

（
杉　

沢
）

池
部　
　

栞
さ
ん

い
け  

べ

し
お
り

（
岩　

崎
）

千
葉　

龍
太
朗
さ
ん

ち     

ば

り
ゅ
う  

た   

ろ
う

（
山　

田
）

■
ゴ
ル
フ
競
技

加
瀬
谷　

駿
さ
ん

か　

 

せ　

 

や

し
ゅ
ん

（
稲
庭
町
）

高
橋　

哲
哉
さ
ん

た
か 

は
し

て
つ   

や

（
材
木
町
）

■
少
林
寺
拳
法

船
山　

友
菜
さ
ん

ふ
な 
や
ま

ゆ   

な

（
中　

野
）

沼
倉　

未
磨
さ
ん

ぬ
ま 

く
ら

み    

ま

（
杉　

沢
）

佐
々
木　

陸
志
さ
ん

さ     

さ     

き

り
く   
し

（
前　

森
）

杜　
　

悠
凪
さ
ん

も
り

ゆ
う   

な

（
千
石
町
）

【
奨
励
賞
・
団
体
】

稲
川
中
学
校
野
球
部

■
野
球
競
技

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　

   

男
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技

湯
沢
北
中
学
校

　
　
　

   

女
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
部

湯
沢
東
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

  

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

湯
沢
西
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

  

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

沼
倉　

正
八
さ
ん

ぬ
ま 

く
ら

（
川
連
町
）

■
ス
キ
ー
競
技し

ょ
う
は
ち

進
藤　

英
樹
さ
ん

し
ん 

ど
う

（
愛
宕
町
）

■
陸
上
競
技

ひ
で   

き
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登録事業者募集登

寄附
推進
件を

ため、

物産

募
集
内
容

〇
募
集
期
間

３
月
６
日
㈮

み例 2

点

限定
商品

２点

２点

ふ
る
さ
と
の
魅
力
あ
る
特
産
品
を

　
　
　
　
全
国
へ
お
届
け
し
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
の
魅
力
あ
る
特
産
品
を

　
　
　
　
全
国
へ
お
届
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
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【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

①
米
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

米
の
生
産
調
整
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

反
対
傾
向
が
強
く
、
経
営
形
態
別
で
回
答
に

差
が
あ
り
、
個
別
経
営
に
比
べ
法
人
経
営
・

集
落
営
農
で
賛
成
傾
向
が
強
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

②
農
業
経
営
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

　

課
題
と
し
て
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
が

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
で
す
。
九
割
を
超
え

る
人
が
こ
の
二
点
を
課
題
で
あ
る
と
回
答
し

て
い
ま
し
た
。
経
営
の
収
益
面
で
の
課
題
を

挙
げ
る
人
も
多
く
、
約
八
割
の
人
が
冬
期
間

に
お
け
る
収
益
の
確
保
を
課
題
で
あ
る
と
答

え
て
い
ま
す
。

　

収
益
面
の
課
題
に
つ
い
て
「
農
業
経
営
の

黒
字
化
が
見
込
め
な
い
」
と
答
え
た
人
の
経

営
形
態
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
法
人
経
営
に

比
べ
て
個
別
経
営
と
集
落
営
農
の
人
の
割
合

が
高
く
、
法
人
経
営
に
比
べ
て
個
別
経
営
と

集
落
営
農
は
、
収
益
面
で
よ
り
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す(

グ
ラ
フ
１
）。

④
農
政
改
革
・
政
策
転
換
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
に
つ
い
て

　

農
政
改
革
を
踏
ま
え
た
五
年
後
の
経
営
方

針
に
つ
い
て
の
設
問
で
は
「
高
齢
者
で
も
作

業
が
可
能
で
、
収
入
が
得
ら
れ
る
農
業
を
行

い
た
い
」
が
賛
成
傾
向
が
最
も
強
く
、
反
対

傾
向
が
最
も
強
い
の
は
「
機
械
・
施
設
へ
の

投
資
を
積
極
的
に
行
い
、
省
力
化
を
図
り
た

い
」
で
し
た
。
六
次
産
業
化
や
規
模
拡
大
、

新
規
作
目
導
入
に
関
す
る
も
の
は
全
体
的
に

反
対
傾
向
が
強
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
支
援
施
策
や
制
度
に
つ
い
て

　

支
援
施
策
や
制
度
の
設
問
で
は
、「
災
害

時
の
復
旧
に
対
す
る
支
援
」
と
「
農
地
の
保

全
・
維
持
活
動
に
対
す
る
支
援
」
が
必
要
で

あ
る
と
答
え
る
人
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。「
後
継
者
の
確
保
・
育
成
」、「
高
齢
者

も
作
業
可
能
な
作
物
導
入
」
に
関
す
る
支

援
が
必
要
で
あ
る
と
答
え
た
人
も
多
く
、

高
齢
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

⑥
今
後
の
稲
作
経
営
に
つ
い
て

　

現
状
維
持
し
た
い
と
答
え
た
人
が
最
も

多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
近
年
の
米
価

下
落
傾
向
に
も
関
わ
ら
ず
現
状
維
持
志
向

が
強
い
の
は
、
稲
作
へ
の
こ
だ
わ
り
や
高
度

に
機
械
化
さ
れ
て
い
る
た
め
他
の
作
物
に

比
べ
て
栽
培
し
や
す
い
こ
と
が
理
由
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

⑦
今
後
の
湯
沢
市
の
農
業
・
農
政

　
　
　
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

　

地
域
の
条
件
に
応
じ
た
農
業
や
支
援
施

策
へ
の
賛
成
傾
向
が
強
く
、
続
い
て
中
小

規
模
農
家
支
援
へ
の
賛
成
傾
向
が
強
い
結

果
で
し
た
。
年
代
別
に
み
る
と
、「
法
人
や

担
い
手
に
特
化
し
た
支
援
策
」、「
法
人
化

を
進
め
企
業
的
な
農
業
経
営
を
行
う
べ
き
」

に
関
し
て
、
二
十
か
ら
三
十
代
ま
で
が
他
の

年
代
に
比
べ
際
立
っ
て
賛
成
傾
向
が
強
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
回
答
結
果
か
ら
分
か
る

　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題
】

①
高
齢
化
と
後
継
者
・
担
い
手
の
不
足

　

回
答
者
の
う
ち
六
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
が

六
十
代
以
上
の
人
で
、
今
後
の
経
営
方
針

や
経
営
形
態
に
関
し
て
「
作
業
委
託
し
た

い
」
と
答
え
た
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢

化
に
伴
う
離
農
者
の
増
加
が
今
後
も
進
む

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

②
現
状
維
持
志
向

　

今
後
の
経
営
規
模
や
経
営
部
門
に
関
し

て
「
現
状
維
持
す
る
」
が
多
く
、
経
営
規
模

拡
大
や
新
た
な
経
営
部
門
へ
の
挑
戦
に
積

極
的
な
農
家
は
、
法
人
組
織
や
大
規
模
農

家
な
ど
一
部
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

　

全
体
的
な
回
答
傾
向
と
合
わ
せ
て
考
え

る
と
、
農
業
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

将
来
の
農
業
経
営
に
つ
い
て
決
め
か
ね
て

い
る
人
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
農
業
経
営
の
法
人
化

　

高
齢
化
に
よ
る
離
農
者
増
加
の
受
け
皿
と

な
る
担
い
手
の
確
保
は
喫
緊
し
た
課
題
で
す
。

　

ま
た
、
農
家
の
現
状
維
持
志
向
が
強
い

中
で
、
本
市
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
は
積
極
的
な
法
人
経
営
を
行
う
農
業
者

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　課題解決の方策としては、次の３点が
挙げられます。

①米からの脱却

　本市農業は、稲作に「依存」している
と言えます。米の需要が減少し米価が下
落するなか、農業所得を安定・向上させ
るには、米以外の高収益な作物の導入な
ど、作目を転換しなければなりません。

②高齢化に対応できる農業

　高齢者でも作業が可能で収益を上げら
れる作物の導入は、「生きがい」対策とし
て、また地域農業・農村の活性化・存続
につながる方策でもあります。

③地域における合意形成

　農地集積や担い手の育成は、地域の合
意の下で進める必要があります。そのた
め、座談会などに多くの人が参加し、共
通認識を持った上で取り組まなくてはな
りません。
　市では、高収益作物の導入などを補助
事業により支援するとともに、経営判断
に資する情報提供を行い、将来の見通し
を持って農業経営できる環境づくりを進
め、本市農業の課題解決に取り組む方針
です。

農家意向調査集計結果

湯沢市農業の現状と課題明らかに
　市では、米の生産調整の見直しを含む国の大幅な農政改革を受け、今後の本市農業の進む方向性や農業
所得を向上させる方策を考える資料とするために、アンケート調査を行いました。集計作業を終え調査結
果をまとめましたので、概要をお知らせします。
※この調査は、26年産米の概算金発表前に実施しています。 ◯問い合わせ　農林課農政班（☎73‒2133）

５年後の経営規模

現在と５年後の経営形態について○グラフ３

○グラフ２

○グラフ１

５年後

1.6

5.0 10.2 14.6

8.68.143.5 15.224.7

0（％） 20 40 60 80 100

農業経営の黒字化が見込めない

◎アンケート結果報告書の全文を、市のホームページ
　に掲載していますので、ご覧ください。

◯
調
査
方
法

・
調
査
対
象　

水
田
台
帳
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た

　

市
内
農
家
千
五
百
戸

・
調
査
期
間　

平
成
26
年
8
月
25
日
〜
9
月
17
日

◯
調
査
項
目

　

①
国
が
発
表
し
た
米
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

②
農
業
経
営
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

　

③
今
後
の
経
営
方
針
に
つ
い
て

　

④
農
政
改
革
・
政
策
転
換
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　

⑤
農
業
に
対
す
る
支
援
施
策
や
制
度
に
つ
い
て

　

⑥
今
後
の
稲
作
経
営
に
つ
い
て

　

⑦
今
後
の
湯
沢
市
の
農
業
・
農
政
に
関
す
る
考

　
　

え
方
に
つ
い
て

◯
回
収
結
果

・
回
収
率　

50
・
07
％

・
有
効
回
答
率　

49
・
67
％

③
今
後
の
経
営
方
針
に
つ
い
て

　

五
年
後
の
経
営
規
模
の
設
問
で
は
、「
現
状

維
持
」
が
六
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、「
規
模
縮
小
」

が
二
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
、「
規
模
拡
大
」
が
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た(

グ
ラ
フ
２
）。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
規
模
縮
小
す
る
か
に

つ
い
て
は
、「
農
作
業
の
一
部
ま
た
は
全
部
を

地
域
の
担
い
手
に
委
託
す
る
」
と
い
う
回
答

が
約
七
割
と
な
り
ま
し
た
。

　

五
年
後
の
経
営
形
態
に
関
す
る
設
問
で

は
、「
個
別
経
営
」
が
現
在
六
十
九
パ
ー
セ
ン

ト
か
ら
五
年
後
は
四
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で

縮
小
す
る
結
果
で
、
個
別
経
営
か
ら
の
転
換

で
最
も
多
い
の
が
「
全
て
作
業
委
託
す
る
」

で
し
た
（
グ
ラ
フ
３
）。

【課題解決に向けた方向性】
個別経営（511）

回答数＝
（経営形態別）

法人経営（12）

集落営農（37）

全て作業委託
している（76）

0(％） 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

66.5 19.0 9.0

2.7

41.7 16.7 8.3 16.7 8.3 8.3

56.8 32.4 8.1 2.7

65.8 13.2 14.5
1.3

5.3

2.2

0.6

その他

9%
7%

21%

61%

経営規模を
縮小する

無回答

経営規模を
拡大する

現在の経営規模を
維持する

2%

68.6



○
業
務
場
所　

稲
川
地
域

○
募
集
人
員　

1
人

○
委
託
期
間　

5
月
〜
12
月
（
業
務
は
こ

の
う
ち
毎
月
1
日
か
ら
10
日
の
期
間
）

○
業　

務　

担
当
区
域
内
の
各
住
宅
な
ど

を
訪
問
し
て
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

　

し
、検
針
票
を
発
行
す
る（
約
1
3
0
0

件
）

○
委
託
金　

月
額
八
万
円
〜
九
万
五
千
円

程
度
（
件
数
に
よ
っ
て
決
定
）

◯
労
災
補
償　

労
災
保
険
は
日
本
水
道
協

会
の
傷
害
保
険
制
度
加
入

○
応
募
資
格　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
健
康
に
自
信
が
あ
る
人
②
自
家
用
車

で
巡
回
し
、
検
針
で
き
る
人
③
携
帯
電

話
を
保
有
し
て
い
る
人（
緊
急
連
絡
用
）

④
自
家
用
車
の
任
意
加
入
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
⑤
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な

い
人

○
応
募
方
法　

水
道
課
窓
口
に
履
歴
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

○
採　

用　

書
類
選
考
の
上
、
面
接
実
施

○
応
募
期
限　

2
月
20
日
㈮
〜
27
日
㈮

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

水
道
課
管

理
業
務
班
（
☎
73
2
1
6
5
）
へ　

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　

趣
味
や
生
涯
学
習
活
動
を
通
じ
て
創
作

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
力
作
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

◯
と　

き　

2
月
21
日
㈯
〜
3
月
1
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

平
成
二
十
六
年
度
に
湯
沢
市
参
加
・
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
型
補
助
金
を
活
用

し
た
団
体
の
実
績
報
告
と
評
価
市
民
会
議

委
員
に
よ
る
事
業
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

2
月
28
日
㈯
午
後
1
時
30
分

／
午
後
1
時
受
け
付
け
開
始

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
か
し
ま
館
）

○
参
加
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
市
民

協
働
班
（
☎
55
8
0
3
3
）
へ

◯
と　

き　

3
月
8
日
㈰
午
前
9
時
30
分

出
発
、午
後
3
時
着
・
解
散（
出
発
お
よ

び
解
散
は
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
）

※
現
地
ま
で
は
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

◯
コ
ー
ス　

愛
宕
公
園
〜
市
民
の
森
〜
湯

沢
ス
キ
ー
場

◯
参
加
料　

千
五
百
円（
小
学
生
は
千
円
）

／
入
浴
料
・
保
険
料
を
含
む

◯
対　

象　

全
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で

き
る
自
信
の
あ
る
小
学
生
以
上
の
人

（
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

◯
服
装
・
持
ち
物　

ス
キ
ー
が
で
き
る
服

装
、
歩
く
ス
キ
ー
一
式
、
着
替
え
、
タ

オ
ル
、
昼
食
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
2
日

㈪
ま
で
、湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎

　

73
1
1
3
2
）
ま
た
は
湯
沢
地
区
社

会
体
育
振
興
会
事
務
局
阿
部
（
☎
73

3
3
6
4
）
へ

　

三
月
二
日
㈪
が
納
期
限
の
市
税
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
八
期

◯
固
定
資
産
税　

第
四
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

【 

稲
庭
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
円
〜
二
万
二
千
三

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

○
募
集
期
間　

2
月
17
日
㈫
〜
26
日
㈭

　
（
受
付
時
間
は
、
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2015.02.15
7

2015.02.15
6

第
27
回

市
民
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

第
35
回
市
民
作
品
展

補
助
事
業
活
動
成
果
報
告
会

　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
管
理
運
営

を
四
月
一
日
か
ら
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

電
話
対
応
、
施
設
使
用
の
申
し
込
み
、

物
品
の
貸
し
出
し
な
ど
の
業
務
を
湯
沢
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。　

　

そ
の
た
め
、
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

の
出
入
り
口
を
閉
鎖
し
ま
す
の
で
、
施
設

利
用
の
際
は
、
湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

出
入
り
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
駐
車
場
は
市
本
庁
舎
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
受
験
資
格　

①
昭
和
60
年
4
月
2
日
か

ら
平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
②

平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
で
、

28
年
3
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
見
込
み

の
人
（
人
事
院
が
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
た
人
も
可
）

◯
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　

4
月
1

日
㈬
〜
13
日
㈪

◯
郵
送
、
持
参
受
付
期
間　

4
月
1
日
㈬
、

2
日
㈭

◯
第
１
次
試
験
日　

6
月
7
日
㈰

◯
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
研
修
係
（
☎
0
2
2
―
2
6
3

―
1
1
1
1

　

内
線
3
2
3

 

6
）
へ

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で
は
、

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
か
た
か
ら
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
が
抱
え
る
借
金
の
状
況
を
お
聞

き
す
る
と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
弁
護
士
・

司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

◯
受
付
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
／
午
前
8
時
30
分

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

◯
問
い
合
わ
せ　

財
務
省
東
北
財
務
局
秋

田
財
務
事
務
所
理
財
課
（
☎
0
1
8
―

8
6
2
―
4
1
9
6
）
へ

　

年
度
末
、
秋
田
運
輸
支
局
の
自
動
車
検

査
・
登
録
窓
口
は
、
大
変
込
み
合
い
ま
す
。

特
に
三
月
中
旬
以
降
は
、
自
動
車
税
課
税

基
準
日
（
四
月
一
日
）
前
に
名
義
変
更
や

抹
消
登
録
手
続
き
を
行
う
人
に
よ
る
駆
け

込
み
申
請
お
よ
び
車
検
車
両
の
増
加
に
よ

り
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。
自
動
車
の
諸
手

続
き
は
、
比
較
的
混
雑
の
少
な
い
三
月
上

旬
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸

支
局
（
☎
0
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0

 

1
2
）
へ

　

平
成
二
十
七
年
三
月
末
ま
で
の
期
間
中
、

今
春
卒
業
の
学
生
、
生
徒
お
よ
び
保
護
者

を
対
象
に
し
た
未
内
定
就
活
生
へ
の
集
中

支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
学
卒
集
中

支
援
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
支
援
内
容　

求
人
情
報
の
提
供
、
応
募

書
類
の
添
削
指
導
、
面
接
指
導
、
個
別

求
人
開
拓
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
沢

（
☎
73
6
1
1
7
）
へ

　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局
の
職
員
が

境
界
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

2
月
24
日
㈫
午
後
2
時
〜
3

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

2
階
会
議
室

◯
定　

員　

12
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方

　

法
務
局
湯
沢
支

　

局
（
☎
73
2
4

 

5
0
）
へ

　

各
種
美
術
展
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た
雄
勝
地
域
の
学
校
に
在
籍
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
の
絵
画
や
毛
筆
な
ど
の
美
術

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◯
と　

き　

2
月
21
日
㈯
〜
3
月
1
日
㈰

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館　

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
52
2
1
1
1
）
へ

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は

お
早
め
に

法
務
局
無
料
市
民
講
座

未
内
定
就
活
生
へ
の集

中
支
援

国
家
公
務
員

国
税
専
門
官
採
用
試
験

（
大
学
卒
業
程
度
）

国
か
ら
の
お
知
ら
せ

湯
沢
市
芸
術
文
化
協
会

「
雄
勝
地
域
芸
術
作
品
展
」

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」

の
ご
案
内

そ
の
他
の
お
知
ら
せ



　

毎
週
末
、
県
南
地
域
の
同
じ
趣
味
・
嗜し

好こ
う

の
未
婚
男
女
が
歓
談
し
ま
す
。
多
彩
な

テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
第
一
回　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
好
き
】

・
と　

き　

2
月
28
日
㈯
午
後
5
時
30
分

・
と
こ
ろ　

は
ぴ
ね
す
大
仙
（
大
仙
市
）

【
第
二
回　

日
本
酒
好
き
】

・
と　

き　

3
月
1
日
㈰
午
後
5
時
30
分

・
と
こ
ろ　

仙
北
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

　

タ
ー
（
大
仙
市
） 

◯
参
加
料　

女
性
＝
千
二
百
円
、
男
性
＝

千
五
百
円

◯
定　

員　

男
女
各
20
人

※
詳
細
は
あ
き
た
・
県
南
趣
味
コ
ン
事
務

局
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（http://w

w
w
.

facebook.com
/ss.jim

ukyoku

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

あ
き
た
県

　

南
趣
味
コ
ン
事
務
局
伊
藤
（
☎
0
9
0

―
4
1
6
9
―
2
5
8
0
）
へ

◯
と　

き　

3
月
6
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
内　

容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
「
親
と
教
師
の

た
め
の
自
閉
症
の
人
が
見
て
い
る
世
界

　

〜
自
閉
症
の
人
を
正
し
く
理
解
す
る
〜
」

※
研
修
会
終
了
後
、
同
会
場
に
て
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
五
時
ま
で
巡
回
相
談
（
予

約
制
）
を
行
い
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

2
月
27
日

㈮
ま
で
、
秋
田
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う
秋
田
（
☎
0
1
8

―
8
2
6
―
8
0
3
0
）
へ

　

市
内
で
昨
年
十
二
月
に
発
生
し
た
住
宅

火
災
で
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
鳴
動
に

気
が
付
き
、
早
期
避
難
し
た
こ
と
に
よ
り

人
命
が
救
わ
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本

部
予
防
課
（
☎
73
3
1
6
8
）
へ

◯
と　

き　

3
月
1
日
㈰
午
前
11
時
出
発

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ス
キ
ー
場

◯
参
加
料　

無
料

◯
持
ち
物　

ス
キ
ー
、か
ん
じ
き
、ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
な
ど

※
天
候
・
積
雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
中
止
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
ス
キ

　

ー
ク
ラ
ブ
谷
藤
（
☎
0
9
0
―
8
7
8

 

0
―
8
8
3
2
）
へ

◯
と　

き　

3
月
4
日
㈬
午
後
1
時
〜
3

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
第
1
研
修
室

◯
相
談
内
容　

土
地
の
分
筆
・
合
筆
、地
目

変
更
、建
物
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
登
記
、

土
地
の
境
界
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
湯
沢
支
部
（
☎
73
6
2
5
5
）
へ

◯
と　

き　

3
月
8
日
㈰
午
前
9
時

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
対　

象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
し

て
い
る
人
、
そ
の
家
族

◯
参
加
料　

一
チ
ー
ム
二
千
円
（
小
学
生

の
部
は
無
料
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
3
日

㈫
ま
で
、
参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、

湯
沢
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
石
成
（
☎

0
9
0
―
7
3
3
9
―
1
9
0
1
）
へ

◯
と　

き　

3
月
15
日
㈰
午
前
8
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
対　

象　

市
内
中
学
校
・
高
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
、
市
内
で
活
動
す
る
一
般

チ
ー
ム

◯
参
加
料　

一
チ
ー
ム
二
千
円

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
10
日

㈫
ま
で
、
参
加
申
込
書
に
記
入
の
上
、

湯
沢
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
石
成
（
☎

0
9
0
―
7
3
3
9
―
1
9
0
1
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

3
月
15
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢

雄
勝
広
域
消
防
署
救
急
係
（
☎
73

3
1
5
1
）
へ

土
地
家
屋
調
査
士無

料
相
談
会

市
民
総
体

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

市
民
総
体
第
27
回
湯
沢
市

６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

総
合
選
手
権
大
会

あ
き
た
県
南
趣
味
コ
ン

発
達
障
害
児
・
者

巡
回
相
談
、
研
修
会

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉
を
含
む
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

奏
功
事
例

湯
沢
ス
キ
ー
場
の
頂
上

に
登
ろ
う

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
と　

き　

3
月
18
日
㈬
午
後
5
時
15
分

〜
6
時
30
分

○
と
こ
ろ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

○
内　

容　

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登

記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
な
ど

○
定　

員　

4
人

○
申
し
込
み　

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン          

タ
ー
湯
沢
予
約
専
用
電
話
（
☎
0
1
8

―
8
2
4
―
0
0
5
5
）

○
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
司
法
書
士
会

（
☎
0
1
8
―
8
2
4
―
0
1
8
7
）へ

【
機
械
加
工
技
術
科
】

・
定　

員　

15
人

【
電
気
設
備
科
】

・
定　

員　

15
人

【
ビ
ル
管
理
技
術
科
】

・
定　

員　

18
人

◯
と　

き　

4
月
2
日
㈭
か
ら
9
月
30
日

㈬
ま
で
の
平
日
／
午
前
9
時
20
分
〜
午

後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
職
業
訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー
（
潟
上
市
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

つ
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

3
月
3
日

㈫
ま
で
、
秋
田
職

　

業
訓
練
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
0
1
8

 

―
8
7
3
―
3
1

 

7
8
）
へ

　

広
報
ゆ
ざ
わ
二
月
一
日
号
に
記
載
し
た

内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
5
ペ
ー
ジ
・
一
段
目
・
湯
沢
市
消
防
出
初

　

式
秋
田
県
知
事
表
彰
受
章
者【
有
功
章
】

　

誤　

岩
城
栄
悦
（
秋
ノ
宮
分
団
・
部
長
）

　

正　

岩
城
栄
悦
（
院
内
分
団
・
部
長
）

■
7
ペ
ー
ジ
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
一
覧
・

　

秋
ノ
宮
児
童
館
の
電
話
番
号

　

誤　

☎
55
5
8
6
2

　

正　

☎
55
2
8
6
2

■
8
ペ
ー
ジ
・
一
段
目
・「
湯
沢
市
人
権
擁

護
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
」
委
員
名

　

誤　

阿
部
祐
子
さ
ん

　

正　

阿あ

部べ

裕ゆ
う

子こ

さ
ん

■
9
ペ
ー
ジ
・
一
段
目
・「
美
の
国
ア
ク

テ
ィ
ブ
カ
レ
ッ
ジ
特
別
講
座
湯
沢
キ
ャ

ン
パ
ス
」
講
師
名

　

誤　

北
条
恒
久
さ
ん

　

正　

北ほ
う

条じ
ょ
う

常つ
ね

久ひ
さ

さ
ん

司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
湯
沢

無
料
相
談
会

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

●
 

お
わ
び
と
訂
正 ●

　
読
み
終
わ
っ
た
絵
本
や
家
庭
で
眠
っ
て

い
る
絵
本
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
募
集
す
る
本
　
乳
幼
児
、
小
学
校
低
学

　
年
向
け
の
絵
本
（
傷
み
が
少
な
く
、
再

　
利
用
に
十
分
耐
え
ら
れ
る
も
の
）

○
募
集
方
法
　
県
立
・
市
町
村
立
図
書
館

　
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い

○
募
集
期
間
　
通
年

※

回
収
し
た
絵
本
は
希
望
す
る
幼
稚
園
、

保
育
園
な
ど
に
配
布
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
　
県
総
合
政
策
課
県
民
読

　
書
推
進
班
（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
5

 
2
0
0
）
へ

「
ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫
」

「
ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫
」

「
ス
ギ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル
文
庫
」

市内小中学校 卒業式・入学式日程表

4月8日㈬10:00
4月8日㈬10:00
4月8日㈬10:00
4月8日㈬10:00
4月7日㈫10:00
4月8日㈬10:00
4月8日㈬10:00
4月7日㈫10:00
4月8日㈬10:00
4月8日㈬10:00

4月7日㈫10:00
4月7日㈫10:00
4月7日㈫10:00

4月7日㈫13:30
4月7日㈫13:30
4月7日㈫13:30
4月7日㈫14:00

3月14日㈯10:00
3月17日㈫10:00
3月14日㈯10:00
3月18日㈬10:00
3月17日㈫10:00
3月17日㈫10:00
3月14日㈯10:00
3月18日㈬10:00
3月18日㈬10:00

3月18日㈬10:00
3月18日㈬10:00
3月18日㈬10:00
3月14日㈯13:30
3月18日㈬10:00
3月8日㈰13:30
3月7日㈯13:30
3月8日㈰10:00
3月8日㈰10:00
3月7日㈯10:00
3月8日㈰13:30
3月8日㈰13:30

湯沢東小
湯沢西小
三 関 小
山 田 小
須 川 小
稲 庭 小
三 梨 小
川 連 小
駒 形 小
雄 勝 小
横 堀 小
院 内 小
秋ノ宮小
小 野 小
皆 瀬 小
湯沢北中
山 田 中
須 川 中
湯沢南中
稲 川 中
雄 勝 中
皆 瀬 中

学 校 名  平成26年度卒業式  平成27年度入学式

小

学

校

中

学

校

2015.02.15
9

2015.02.15
8



2015.02.15
11

2015.02.15
10

「キャッシュレス」の買い物にご用心！
　近年、コンビニエンスストアなどでも購入
できるプリペイドカードなど、現金以外の支
払い手段が次々に登場しています。
　利便性や効率性から利用者が増加する一方
で、仕組みを理解しないまま、インターネッ
トやスマートフォンなどのサイト利用料・手
数料の支払いに利用したことでのトラブルも
増加しています。
　カード番号のみでやり取りできるタイプの
電子マネーでは、第三者に番号を教えたり、
指示された番号にチャージしたりすると取り
戻すのも困難になります。
　商品やサービスの代金を支払
う時は、金額などを十分に確認
し、慎重に手続きをしましょう。。

●人口
男
女

4８,８９０人
23,３１４人
２５,５７６人

………
………
………

（－66人）

（－28人）

（－38人）●世帯数 18,149世帯… （－10世帯）

前月比

前月比比
1月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数 動き

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター（湯沢市役所１階、
　☎72－0874）へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

大曲年金事務所☎0187-63-2296、市民課国保年金班☎55-8164）

年金を増やしたい、受給資格を満たしたいかた

◆保険料の納付済み期間が40年間に満たないため、
　満額の老齢基礎年金を受給できない場合
　（65歳になるまで、または480月を満たすまで）
◆保険料の納付済み期間や保険料の免除期間等が
　25年以上ないため、受給要件を満たしていない
　場合（70歳になるまで）
◆海外に在住する日本国籍のかたも、国民年金に
　任意加入することができます
※申し出のあった月からとなります。また、納付方
法は原則として口座振替です。

年金を増やしたい、受給資格を満たしたいかた

　毎月の国民年金保険料に、付加保険料（月額400
円）をプラスして納付すると、老齢基礎年金に付加
年金が上乗せされます。付加年金の年金額は200円
×付加保険料納付月数で計算されます。
例：付加保険料を20歳から60歳まで40年間納付
◎付加保険料納付額＝192,000円（400円×480月）
　付加年金額＝96,000 円（200円×480月）△

192,000 円の保険料額で、毎年 96,000 円を老齢
　基礎年金に上乗せして受け取ることができます。
※納付は、申し込んだ月分からとなります。

険料の納付
額の老齢基
歳になるまで

納付済み期
ないため、
になるま

月の国民年
をプラスし
が上乗せされ

険料納付月
保険料を20歳
料納付額

できない
80月を満た
保険料の免

満満たしてい

も、国民年

、納付方

老齢基礎
年金の年金
算されます
まで40年間納
400円×48
480月）

円を老齢
できます。

老齢基礎年金に上乗せができる
「付加年金制度」があります

60歳以降、国民年金に任意加入できます
（老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない人）

老齢基礎年金に上乗せができる
「付加年金制度」があります

60歳以降、国民年金に任意加入できます
（老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない人）

3
月
7
日
か
ら
4
月
11
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
　

戸
籍
等
証
明
書
を
交
付
し
ま
す

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
な
ど
の

　
　
　

登
録
や
廃
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
四
月
一
日
に

原
動
機
付
自
転
車
や
農
耕
作
業
用
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

車
両
を
す
で
に
処
分
し
た
り
、
他
の
人
に

譲
っ
た
り
し
て
い
る
場
合
で
も
、
手
続
き
を

し
な
い
ま
ま
四
月
一
日
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と

課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
廃
車
や
名
義
変
更
の

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
車
両
が
あ
る
場
合

は
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
車
や
名
義
変
更
の

　

手
続
き
は
４
月
１
日
ま
で

　

軽
自
動
車
税
は
年
度
の
途
中
で
廃
車
や
名

義
変
更
の
手
続
き
を
し
て
も
、
そ
の
年
度
分

は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
届
く
ま
で
に
廃
車
や
名
義

変
更
の
手
続
き
を
し
て
い
た
場
合
で
も
、
手

続
き
が
四
月
一
日
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
車
両

に
つ
い
て
は
、
一
年
分
の
軽
自
動
車
税
を
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
４
月
１
日
を

　
　
　
　

過
ぎ
て
し
ま
う
と

　

転
出
・
転
入
の
際
に
も

　
　
　

手
続
き
が
必
要
で
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日
に
そ
の
車
両

が
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
が
課
税
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
車
両
の
所
在
地
や
所
有
者

の
住
所
な
ど
に
異
動
が
生
じ
た
場
合
は
変
更

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

転
出
や
転
入
を
す
る
人
で
、
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
る
車
両
を
所
有
し
て
い
る

人
は
、
必
要
な
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

市
民
課
で
転
出
や
転
入
の
手
続
き
を
し
た

だ
け
で
は
車
両
の
所
在
地
や
所
有
者
の
住
所

な
ど
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。
　

　湯沢雄勝地区自家用自動車協会で手
続きをする場合は、3月27日（金）ま
でに手続きを済ませるようにしてくだ
さい。

湯沢雄勝地区自家用自動車協会（湯沢
市字鶴館39-４セントラルビル内☎72-
0101）へ

125㏄を超えるバイク、軽自動車
の登録について

　

市
民
課
住
民
班
（
☎
73
2
1
１
６
）
へ

問
い
合
わ
せ

　

三
月
七
日
か
ら
四
月
十
一
日
ま
で
の
毎
週

土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
に
、
本
庁
舎
市
民

課
で
左
記
の
証
明
書
の
交
付
お
よ
び
印
鑑
登

録
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

・
住
民
票

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
謄
本
等
戸
籍
証
明
書

手
続
き
が
で
き
る
証
明
書
等

証
明
書
等
の
交
付
を
行
う
日

〇
と　

き　

3
月
7
日
、
14
日
、
28
日

　
　
　
　
　

4
月
4
日
、
11
日

〇
時　

間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※

転
入
・
転
出
な
ど
の
異
動
届
け
出
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

毎
週
火
、
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
に
行

な
っ
て
い
る
午
後
七
時
ま
で
の
証
明
書
交
付

（
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
等

戸
籍
証
明
書
）
お
よ
び
印
鑑
登
録
は
、
三
月

七
日
か
ら
四
月
十
一
日
ま
で
の
期
間
中
も
、

通
常
ど
お
り
本
庁
舎
市
民
課
で
行
い
ま
す
。

夜
の
戸
籍
等
証
明
書
交
付

　１月19日、県雄勝地域振興局の奥山局長か
ら髙橋さんに勲記が伝達されました。
　昭和58年4月から4期16年の長きにわたり、
旧皆瀬村議会議員として、地方自治の発展に
尽力。この間、文教社会常任委員、総務常任
委員、産業建設常任委員、総務文教社会常任
委員を歴任し、秀でた政治信念と広範な知識
を持って、地方自治の進展に貢献しました。

▲勲記の伝達を受けた髙橋さん

髙橋　宮一
たか はし

さん （88 歳）

叙勲 旭日単光章
【地方自治功労】

く　いち

【滝ノ原】

おくやま

毎
週

戸
籍
等
証
明
書
を
交
付
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

手
続
き
がが
で
き
る
証
明
書
等

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
戸
籍
等
証
明
書
の
手
続
き
が
増
加
す
る
た
め
、
本
庁
舎
市
民
課
で

次
の
と
お
り
交
付
を
行
い
ま
す
。
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男女共同参画・少子化対策
通信

　イマドキの婚活事情や出会いを増やす方法などについて、平成27年3月まで8回シリーズで
連載します。恋愛や結婚に向けて真剣に考えている人、またはそのご家族は必見です。
　執筆者は、NPO法人「花婿学校」代表の大橋清朗先生です。

おおはしきよはる

「
第
一
印
象
」
が
な
ぜ
重
要
？

7

　
婚
活
の
出
会
い
で
成
功
す
る
確
率
を
上
げ
る

た
め
に
、
一
番
重
要
な
点
は
、「
第
一
印
象
」

を
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
「
第
一
印
象
」

は
、
初
め
て
会
っ
た
異
性
が
あ
な
た
を
見
て
ど

う
思
う
か
で
す
。
相
手
が
良
い
印
象
を
持
っ
た

ら
、
そ
の
あ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
で
は
、「
第
一
印
象
」
が
良
い
悪
い
は
ど
こ

で
決
ま
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
「
表
情
」
や

「
服
装
」
、「
体
格
」
、「
姿
勢
」
な
ど
の
見
た

目
が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
性
格
や
人
柄
な
ど

の
中
身
よ
り
も
ま
ず
外
見
で
判
断
さ
れ
る
の
で

す
。
婚
活
の
出
会
い
は
、
初
対
面
で
短
時
間
だ

か
ら
相
手
の
中
身
ま
で
じ
っ
く
り
見
る
余
裕
は

な
く
、
ま
た
他
に
も
異
性
は
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、「
第
一
印
象
」
が
良
い
異
性
に
目
が
行
っ

て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
出
会
い
で
成
功
し
な
い
か
た
の
多
く
は
、
こ

の
「
第
一
印
象
」
の
こ
と
を
意
識
せ
ず
、
い
つ

も
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
す
。
出
会
い
に
動
く

前
に
、
「
第
一
印
象
」
を
良
く
す
る
た
め
に
ど
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す
べ
き
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
自
分
で
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べ
て
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究
す
る
こ
と
が
力
に
な
り
ま
す
。
今
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
検
索
で
き
る
の
で

す
。
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ワーク・ライフ・バランスを考えてみよう

ワーク・
ライフ・
バランス

ワーク・
ライフ・
バランス

　　　　　　　　　　　  仕事は、暮らしを支え、生きがいや喜びをもたらすものですが、同時に、家事・育児、
　　　　　　　　　　　近隣との付き合いなどの生活も暮らしに欠かすことができないものであり、その充実が
　　　　　　　　　　　あってこそ、人生の生きがい、喜びは倍増します。
　　　　　　　　　　　　しかし、現実の社会には、「安定した仕事に就けず、経済的に自立することができな
　　　　　　　　　　　い」「仕事に追われ、心身の疲労から健康を害しかねない」「仕事と子育てや老親の介
　　　　　　　　　　　護との両立に悩む」など仕事と生活の間で問題を抱える人が多く見られます。これらが、
　　　　　　　　　　　働く人々の将来への不安や豊かさが実感できない大きな要因となり、社会の活力の低下
や少子化・人口減少という現象にまでつながっていると言えます。それを解決する取り組みが、仕事と生活の調
和（ワーク・ライフ・バランス）の実現です。仕事と生活の調和の実現は、一人一人が望む生き方ができる社会
の実現にとって必要不可欠です。皆さんも自らの仕事と生活の調和のあり方を考えてみませんか。

　男女共同参画に関する施
策などをまとめた次の資料
を市ホームページに掲載し
ていますのでご覧ください。
　なお、印刷物を希望する
かたは、企画課男女共同参
画 ・ 少 子 化 対 策 室 ( ☎
55-8274)にご連絡ください。

・第２次男女共同参画計画
　推進状況報告書
・男女共同参画の概要

　「脱少子化ウェーブを巻き起こす行動
県民会議」(通称＝ベビーウェーブ・アク
ション／会長：佐竹知事)では、少子化克
服のモデルとなる取り組みを行っている企
業・団体・個人を表彰しています。
　平成26年度は23団体・企業が受賞し、
湯沢市では社会福祉法人なごみ会が、地
元の高校生を中心にインターンシップを
受け入れていることや福祉専門校卒業者
を中心に、毎年継続して採用しているこ
となど、若者の県内定着に対する取り組
みが認められ受賞しました。▲受賞された社会福祉法人なごみ会

　介護予防とは、元気な人が介護が必要とならないように、また、介護が必要な人
でも、できるだけ機能を維持・改善できるようにする取り組みのことです。
　この介護予防のお手本として、地域で活躍しているかたを紹介します。元気な
高齢者の生活の中に、介護予防のヒントが見えてきますよ！

　住民自身による地域の問題を解決するための組織活動
を始めて10年以上になります。地域に住むものとして、
もっと地域を良くしていきたいと思ったのがきっかけで
す。

　具体的には、それぞれの町内ごとに
課題を提出してもらい、集約する会議
で、個人的な問題から地域として解決すべきものまでタ
イプごとに分類し、問題解決に導きます。
　大切なのは、対話を重視することと活動内容の公開だ
と思っています。どの会議でも徹底的に話し合いますし、
地域への情報提供として毎月2回広報を出しています。
　昨年は共助組織「生活サポーターの会」を立ち上げま
した。この冬も雪かきや雪下ろしで活動しています。

◆伝えたい－健康と笑顔の秘訣！
　地域住民が議論し活動することで、地域の問題解決に
つながっていくことが、個人としても何よりの喜びであ
り、明日への活力になっています。今後も活動が地域住
民から必要とされるよう、続けていきたいと思います。
○問い合わせ：地域包括支援センター（☎78‒2311）

ひけつ

笑顔の達人を探して

おらほの“まめでげんき人”

　地域住民が生活上の問題解
決のために結成した自主組織
のリーダーとして活躍してい
る菊地さんを紹介します。

第８回の達人は…

菊 地 　 正さん（76）

きくち ただし

（岩崎地区）

2015.02.15
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はしもと こ

心のリラックスタイム

  ～橋本まり子先生によるこころの健康相談会（予約制）～
　毎月１回行っています。利用を希望する人は、事前
に下記まで問い合わせください。
○問い合わせ　健康対策課保健推進班（☎56-8020）へ

　仕事や学校、日常生活を送るうえで困っている相手
の役に立ちたいと思っていても、それができないと悩
むことはありませんか。困っている相手のために、何
か「する(Doing)」ことばかり考えていて、深刻な話を
聞くときに自分は何もできないし、ふがいないと思っ
ている人もいるのではないでしょうか。
　そんなときは「する」ことばかりではなく、相手の
ことを思い、相手に寄り添いながら「いる(Being)」こ
とに目を向けることも大切です。困ったり難しかった
り、思うようにいかないときに立ち止まってもいいし、
またそんな人がいたら、そばにただ寄り添うことが実
は大事だったりします。
　心の問題を抱えている人を支えている人やその家族
は「いる」ということも難しいときがあります。その
ようなときは、一人で相手に寄り添おうとするのでは
なく、複数で対応するという方法もあります。
◎「いる・存在する」ことの意味に目を向けて
　相手のためになにか「する」だけでなく、自分自身
が置かれている立ち位置の中で、いろいろな役割に就
いたり、やりたいと思って取り組んだりしたときに、

●最終回　テーマ「存在すること」

思い通りの成果が残せなかったことはありませんか。
　そのようなときも「する」ばかりに目を向けず、｢い
る・存在する｣ことの意味を自分に、そして周囲にも目
を向けてみてください。見守る人がいるということは、
自分の力を発揮しやすくなるものです。
　逆に、いつも誰かといなければ困る人は、たまには
一人でいることのできる力を持つのも、その人が持つ
力です。何か「する」ことも大事ですが、｢存在する｣
ことそのものが、他人に影響を与えています。

臨床心理士橋本まり子先生の協力のもと、心の健康に関す
る話題をご紹介してきました。今号が最終回となります。

◇橋本先生からメッセージをいただきました◇
　３年の間、心のリラックスタイムでさまざまな
テーマについて考え、協力させてもらい、ありがと
うございました。
　少しでも参考になることがありましたら幸いです。
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みんなで目指そう、世界ジオパーク！

「第２回ゆざわジオパーク
       学習発表交流会」を開催しました
「第２回ゆざわジオパーク
       学習発表交流会」を開催しました

　２月３日、雄勝文化会館を会場に「第２回ゆざわジオパーク学習発表交流会」を開催しました。
　参加した学校の児童や生徒は、自分たちが取り組んだジオパーク学習の成果を観客の前で堂々と発表していました。
　創作劇の上演やスライドを使用した発表など、それぞれに特色のある発表で、あっという間に時間が過ぎていきま
した。子どもたちが一生懸命に発表する姿に来場者も舞台に吸い込まれるように見入っていました。各学校の発表が
終わるたびに研究成果に感心する声とともに大きな拍手が会場に鳴り響いていました。
　ジオパークの理念の一つに「教育への活用」があります。推進協議会では、今後もゆざわジオパークを題材にした
郷土学習に取り組む学校を積極的に支援していきます。ジオパークの活動は、非常に幅広く、さまざまな分野の皆さ
んと関係がありますので、市全体で楽しみながら「ゆざわジオパーク」を育てていきましょう。

「
ジ
オ
パ
ー
ク
」出
前
講
座

  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ｉ
　

出
前
講
座
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
は
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
担
当　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進 

　

協
議
会
事
務
局
（
市
ま
る
ご
と
売

　

る
課
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内
☎
55

　

８
１
９
５
／
直
通
）

〇
試 

験 

日　

3
月
29
日
㈰

〇
試
験
時
間　

50
分
（
午
後
2
時
30
分
説
明

　

開
始
、
3
時
35
分
こ
ろ
終
了
）

〇
試
験
会
場　

湯
沢
文
化
会
館
三
階
会
議
室

〇
受
験
料　

千
円
（
中
学
生
以
下
五
百
円
）

※

三
月
十
六
日
ま
で
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
受
験
者
に
は
、
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
す
。

〇
申
込
期
間　

2
月
16
日
㈪
〜
3
月
16
日
㈪

〇
試
験
内
容　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す

　

る
基
礎
的
知
識

〇
出
題
方
式　

四
者
択
一
式
、
50
問
（
１
問

　

2
点
）

〇
合
格
基
準　

100
点
満
点
中
80
点
以
上

〇
出
題
範
囲　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド

　

ブ
ッ
ク
か
ら
100
パ
ー
セ
ン
ト
出
題

〇
受
験
資
格　

学
歴
、
年
齢
、
性
別
、
国
籍

　

な
ど
の
制
限
無
し

〇
定
　
員　

80
人

〇
合
格
発
表　

3
月
31
日
㈫
午
後
１
時
／
ゆ

　

ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
公
式
ウ
ェ
ブ
な
ど
で
合

　

格
者
の
受
験
番
号
を
発
表
し
、
合
格
者
に

　

は
合
格
証
を
送
付

〇
合
格
特
典　

　

①
合
格
証
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を

　
　

進
呈　

　

②
ジ
オ
ガ
イ
ド
養
成
講
座
の
受
講
資
格　

　

③
ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
検
定
シ
ル
バ
ー
級

　
　

の
受
験
資
格

◆
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　

の
窓
口
で
申
し
込
む
場
合

　

①
市
役
所
本
庁
舎
2
階
ま
る
ご
と
売
る
課

　
　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
で
、
申
込
用
紙
に

　
　

必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
験
料
を
添
え

　
　

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※

受
け
付
け
時
間
は
、
平
日
の
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
。

　

②
受
験
料
と
引
き
換
え
に
、
領
収
書
と
ゆ

　
　

ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
渡

　
　

し
ま
す

　

③
後
日
、
受
験
票
を
郵
送
し
ま
す

◆
電
話
で
申
し
込
む
場
合

　

①
湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務

　
　

局
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　
　

申
し
込
み
電
話
番
号
＝
☎
55
8
1
9
5

　

②
受
け
付
け
の
際
に
、
受
付
番
号
を
お
知

　
　

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
メ
モ
し

　
　

て
く
だ
さ
い

　

③
現
金
書
留
ま
た
は
銀
行
振
り
込
み
で
受

　
　

験
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い

※

名
前
の
前
に
受
け
付
け
番
号
を
記
入
し
て
、

振
り
込
み
手
続
き
な
ど
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
記
入
例
＝
一
〇
〇　

湯
沢　

ジ
オ
太
郎

　
　

（
フ
リ
ガ
ナ
も
、
一
〇
〇　

ユ
ザ
ワ　

　
　
　

ジ
オ
タ
ロ
ウ
と
記
入
）

　

【
現
金
書
留
送
付
先
】

　
　

〒
012

｜

8501　

湯
沢
市
佐
竹
町
１
番
１
号

　
　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
内　

湯
沢

　
　

市
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

　

【
振
込
先
】

　
　

北
都
銀
行　

湯
沢
支
店　

普
通　

6
1

 
 

9
8
1
3
4　

湯
沢
市
ジ
オ
パ
ー
ク
推

　
　

進
協
議
会

　

④
入
金
確
認
後
、
受
験
票
と
ゆ
ざ
わ
ジ
オ

　
　

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
郵
送
し
ま
す

※

入
金
に
関
わ
る
一
切
の
経
費
は
、
申
込
者

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

　
　

申
し
込
み
後
の
取
り
消
し
や
受
験
料
の

　

返
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
受
験
票
が
届
く
ま
で
、
領
収
書

　

や
振
込
依
頼
書
の
控
え
な
ど
は
、
大
切
に

　

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　ゆざわジオパーク検定試験は、ゆざわジオパークの特徴や魅力などを総合的に学ぶ検定試験です。
　今年は、基本的な知識を問う〈ブロンズ級〉を実施します。腕試ししませんか。

～ゆざわジオパークの特徴や魅力を学んでみませんか～

検
定
試
験

申
し
込
み
方
法

～ゆざわジオパークの特徴や魅力を学んでみませんか～

ゆざわジオパーク検定試験
　　　　　（ブロンズ級）受験者募集

オ
パ

さ
あ
、
み
ん
な
で

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

②『ジオパークⅢ　未来を救う！湯沢のエネルギー』須川小学校６年生

③『Growing sweet bonds ～地域を熱くする「地熱のまち・湯沢」プロジェクト～』湯沢翔北高等学校商業クラブ

④『役内番楽について・秋ノ宮産の苺について』雄勝高等学校地域研究

①『皆瀬小ニュース～地熱の利用～』皆瀬小学校３年生



　1月18日、「第36回3時間立切試合並びに第16回女子の部2時
間立切試合」が市総合体育館で行われました。
　今年の基立選手は、男子が、湯沢市出身で現在能代高等学校教
員の金森康臣さん（五段）ほか３人、女子は、市内在住の山脇清
子さん（錬士六段）ほか1人。
　太鼓の合図とともに男子は33人、女子は22人の挑戦者と休みな
く試合を行います。終了間近になると疲れ果てた姿も見られまし
たが、家族や仲間、観客からの大声援に支えられて試合を続け、
基立選手全員が3時間、そして2時間を見事立ち切りました。

2015.02.15
17

体力・気力の限界に挑む

寒さに耐え、見事な形を奉納
空手道スポ少「元旦寒稽古」

2015.02.15
16

◀

大きな掛け声とともに、力強い動きで形を奉納

　1月1日、湯沢雄勝空手道スポーツ少年団による恒例の「元旦寒稽古」
が、小町堂で行われました。
　この日は、指導者のほか保育所の年長から小学校6年生まで18人が参加。
雪の降る中、積もった雪をはだしで踏みしめ、大きな掛け声をあげながら
形を奉納しました。
　その後、横堀駅前から、雄勝中学校敷地内にある武道館「雄心館」まで
はだしでランニング。顔や手、足を真っ赤にしながらも、全員が元気いっ
ぱいに走り切りました。

3時間立切試合・女子の部2時間立切試合
たち きり

受験生全員の合格を願って
合格うどん、合格箸、落ちないリンゴ

自然の中で交流の輪を深めよう
雪んこ交流会

市民の安全安心な暮らしのために
湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式

◀

決意を述べる防犯指導隊長

　1月5日、湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式が、隊員や
関係者約50人が出席して、湯沢生涯学習センターで行われました。
　式では齊藤市長が「両隊がますます連携を深め、市民の安全安心な暮ら
しを守ってほしい」と激励しました。
　最後に、交通指導隊長が「交通死亡事故ゼロを目指す」、防犯指導隊長
が「安全安心なまちづくりのため、防犯活動をがんばる」と新年の決意表
明を行いました。
　

丁寧に、伸び伸びと
新春書き初め大会

◀

真剣に取り組んでいました

　1月6日、稲川生涯学習センターで「新春書き初め大会」が行われまし
た。この大会は、新年を迎えた気持ちを日本の伝統文化である「書」で表
し、子どもたちの心を育てていくことを目的に行われています。
　当日は、稲川・皆瀬地域の小・中学生46人が参加し、半紙の部と条幅の
部に分かれて、「にじ」、「てまり」、「正月」、「大きな心」、「太陽」、「光る
大地」、「希望」、「日進月歩」の新年にちなんだお題で書き初めをしていま
した。

「太く長く」新年の幸せ願って
第4回年明けうどん

◀

花形のニンジンや昆布が飾られた稲庭うどんを食べる来場者

　1月8日、北都銀行湯沢支店の駐車場で「年明けうどん」が振る舞われ、
家族連れなど多くの人でにぎわいました。この催しは、中心四商店街のメ
ンバーらで組織された実行委員会が町の中のにぎわいを創出しようと開催
したもので、「稲庭うどん」やうどんエキスポでおなじみの「伊勢うどん」
が振る舞われたほか、餅つき、開運太鼓の演奏も行われ、訪れた人を楽し
ませました。駒形小学校2年生の小河原七海さんは「毎年食べに来ていま
す。今日は寒いけど、おいしいうどんを食べて体が温まりました」と笑顔
で話してくれました。

◀

試合時間は5分。基立選手は挑戦者戦者と休みなく試合を行います

▲するする合格できるよう願ってうどんを食べる受験生

▲受験生一人一人に落ちないリンゴが手渡しされました。

◀

協力しながら雪の塔を制作していました

○おわびと訂正
　広報ゆざわ1月15日号に記載した内容に誤りがありました。
　正しくは次のとおりです。おわびして訂正します。

■15ページ・四段目・行事の件名及び内容
　誤　日本語教室湯沢会場閉校式
　正　日本語教室湯沢会場閉講式

　1月9日、稲川中学校の高校受験を控えた3年生81人に稲庭うどん
協同組合から「合格うどん」と川連塗の箸職人阿部敬さんから「滑ら
ない箸」が贈られ、受験生を激励しました。
　うどんはするする志望校に合格できるようにと、箸は合格の願いを
込めた五角形で作られ、箸先部分は滑りにくい乾漆仕上げになってい
ます。
　贈呈式後、稲庭うどんが振る舞われ、受験生はおいしそうに頬ばっ
ていました。麻生柊真さんは「こうして地域のたくさんのかたに支え
られて感謝しています。するする合格できるように受験に向けてがん
ばりたいです」と力強く話してくれました。
　同日、「落ちないリンゴ」を贈る合格祈願祭がＪＡこまち駒形支店
で行われ、駒形地区の受験生19人とその家族らが参加し、志望校への
合格を願いました。三又神社神職による祝詞奏上後、合格祈願の文字
が浮かんだリンゴやお守り、絵馬などが贈られました。
　髙橋久志部会長は「地域の財産である皆さんが志望校に合格できる
よう願って作りました。リンゴは台風の際に被害を免れたことから落
ちないリンゴとされています。落ちないリンゴにあやかって、皆さん
が志望校に合格できるよう応援しています」と激励しました。
　リンゴや絵馬は後日、稲川中学校の他の地区の3年生にも贈られま
した。 
　
　 
　

あ べたかし

お が わ ら なな み

あそうしゅうま

たかはしひさ し

　1月10日、「雪んこ交流会」が小安温泉スキー場で行われまし
た。この交流は、静岡県長泉町スポーツ少年団と皆瀬小学校6年
生の児童が、夏は富士山へ一緒に登り、冬は雪国のスポーツを体
験することで交流の輪を深めることを目的としているものです。
　今年で25回目となるこの会には、総勢32人の児童が参加し、ア
ルペンスキーや雪遊び体験が行われました。長泉町の水口拓土さ
んは「今回で2回目の参加になります。スキー体験や雪遊びは楽
しかったです。小学校6年生なので、今年が最後の交流会になり
ますが、機会があったらまた遊びにきたいです」と話していました。

かなもりやすたか

もとだち

やまわきせい

こ

みなぐち たく と



■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

中　野　１
八　面　３
縦　小　路
日　吉　１
大　　　倉
宮　　　田
大　　　倉
高　　　村
八　面　東
新　　　処
梺　　　２
日　吉　２
清 水 小 屋
新　　　町

95
91
66
79
65
63
88
94
70
96
93
99
102
84

1.15
1.16
1.16
1.16
1.19
1.20
1.22
1.25
1.25
1.26
1.26
1.27
1.29
1.29

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

泉　　　沢
小沢（上院内）
水　　　口
湯　　　端
下　寺　沢
新　　　地
小 町 の 里
泉　　　沢
新　馬　場
小　杉　山

66
84
80
83
93
66
86
92
65
85

1.17
1.19
1.20
1.20
1.23
1.24
1.24
1.25
1.28
1.28

守
勝　子
政　子
菅信成
高　嘉
睦　男
勝
朋之進
君　子
敏　子

1月31日届け出分まで

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

ケアハウス寿郷801.27 本　人佐々木キヌ子さん

正
本　人
和　伸
龍　吾
千惠子
本　人
千惠子
隆　志
誠
本　人
本　人
光　起
本　人
本　人

19
2015.02.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

高 久　萌 彩ちゃん
鈴 木　睦 生くん
高 橋　紗 雪ちゃん
高 橋　七 菜ちゃん
髙 山　奏 大くん

めいさ

むつき

さゆき

な　な

かなた

1.16

1.16

1.17

1.17

1.28

徹さん・浩子さん

正樹さん・みなみさん

志明さん・久子さん

竜三さん・紗希さん

知幸さん・恭子さん

上　倉　内

杉沢表第２

材木町第１

山田団地第２

新　　　処

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

柴 田　歩 舞くん
あゆむ

1.20 裕さん・尚子さん 上　ワ　野

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

遠 藤　一 葉ちゃん
髙 橋 さくらちゃん
藤 山　莉 子ちゃん
後 藤　麻 那ちゃん

いちは

り　こ

ま　な

1. 7

1. 9

1.11

1.20

義明さん・嘉代子さん

昇市さん・かおりさん

智広さん・沙智子さん

守さん・直美さん

大　　　倉

松　橋　２

松　橋　２

大　　　倉

1.16
1.18
1.18
1.19
1.19
1.20
1.22
1.22
1.23
1.24
1.24
1.25
1.26
1.27
1.28
1.29
1.29
1.29
1.29

87
84
86
90
88
78
87
85
84
83
94
85
98
90
87
79
87
84
95

内前森第２
栄　　　町
中　の　沢
中　の　沢
柳　　　田
桜　通　り
浦町（三関）
小　中　嶋
坊　　　中
小　中　嶋
森　　　合
上　八　幡
いさみが岡
石 塚 上 区
田 畑 中 山
石 塚 上 区
松ノ木上丁
中 野 町 １
堂　ヶ　沢

本　人
ア　イ
德　治
孝　治
均
よし子
詩　朗
本　人
隆
本　人
本　人
克　幸
本　人
克　朗
秀　男
周　介
本　人
三　男
ヤ　ヱ

藤 井　仙 吉さん
小 山　祐 二さん
長 澤　ア ヤさん
髙 橋　孝 一さん
西 村 ケイ子さん
高 橋 與四夫さん
藤 山　久 雄さん
伊 藤 日出子さん
千 葉　  雄さん
伊 藤　ア サさん
藤 田　米 造さん
由 利 彌太郎さん
柿 崎　輝 子さん
大 沼　キ ツさん
佐々木 ト シさん
髙 山　光 二さん
前 田　セ ツさん
岸 谷　キ ヤさん
丹　　トヨヱさん

清 水　富 廣さん
加 藤　俊 雄さん
最 上　林 作さん
須 藤　芳 江さん
佐 藤　尚 代さん
本 郷　恒 雄さん
　 川 キミ子さん
半 田　タ ミさん
金 子 清一郎さん
谷 口　武 男さん

中 野　シ ゲさん
沓 澤　サ トさん
石 田　啓 一さん
小 森 カヂ子さん
山 下　和 男さん
沓 澤　一 𠮷さん
山 下　チ ヱさん
金子長右衛門さん
近 野　末 吉さん
藤 原　文 江さん
宮 原　イ マさん
藤 原 ナツノさん
齊 藤 宇多子さん
根 元　謙 治さん

1月31日届け出分まで

2015.02.15
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199,388

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

１月分

合　　　計 38

1 10,000弔 慰 金 等

2 25,138協　賛　金

16,9903祝金及び寸志

0 0

香典

贈答用特産品

湯沢商工会議所新年祝賀会懇親会ほか

湯沢なつメロ忘年大会ほか

見　舞　金

10 23,760接　　　遇

22 123,500会　　　費

市長日誌（１月）

交際費報告

湯沢市交通指導隊・湯沢市防犯指導隊合同出初式、平成27
年湯沢市消防出初式、秋田銘醸株式会社新年会

5日（月）

東北中央自動車道中央要望（東京都）8日（木）
湯沢商工会議所新年祝賀会9日（金）
平成26年度秋田県冬期防災訓練11日（日）
上関地区除雪用水導入施設通水式13日（火）
第2回生活困窮者自立促進支援トップセミナー（東京都）、
秋田県・県内市町村と首都圏企業との懇談会（東京都）

14日（水）

兼子富市さんのふるさと企業大賞受賞祝賀会（秋田市）15日（木）
平成26年度湯沢市男女共同参画推進協議会、ゆざわ小町商
工会会員大会・新春祝賀会、四商店街・日専連合同新年祝
賀会

16日（金）

奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪第36回3時間立切試
合並びに第16回女子の部2時間立切試合基立選手激励会

17日（土）

奥山京助範士旗・大谷博信教士杯争奪第36回3時間立切試
合並びに第16回女子の部2時間立切試合、三又自治会通常
総会・新年会

18日（日）

平成26年度「元気なふるさと・雄湯郷づくり県民運動」顕
彰事業表彰式

19日（月）

一般社団法人湯沢青年会議所並びに湯沢青年会議所シニア
クラブ2015年度合同新年会

20日（火）

平成26年度湯沢市農業再生協議会臨時総会、湯沢地区行政
員連絡会新春講話会

22日（木）

連合秋田横手湯沢地域協議会2015新春旗開き、平成26年度
湯沢市体育協会スポーツ賞授与式並びに祝賀会

23日（金）

平和町新春祝賀会25日（日）
第21回わくわく農業活性交流会26日（月）
定例記者会見27日（火）
全国市長会社会文教委員会（東京都）、第7回Ｂ＆Ｇ全国
サミット（東京都）

28日（水）

こまち学研究所設立準備委員会30日（金）
有限会社佐藤養助商店平成27年新年祝賀会31日（土）

や
ま
お
か
て
っ
し
ゅ
う

▲1月11日、秋田県冬期防災訓練で、スマートフォンを使った
　動画配信についての説明を受ける齊藤市長

犬っこまつりお堂っこコンクール優秀
賞、剣道立切試合敢闘賞

　

二
月
立
春
、
雪
国
の
冬
は
本
当
に
厳
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
大
寒
も
過
ぎ
、

立
春
、
雨
水
と
確
実
に
季
節
は
春
に
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。
「
春
の
来
な
い
冬
」

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
「
春
だ
け
の
季
節
」
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
朝
の
来
な

い
夜
」
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
「
日
々
も
新
た
に
、
常
な
ら
ず
」
で
す
。
新
湯
沢
市

も
合
併
し
て
三
月
で
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
で
、
月
日
が
経
つ

の
も
早
い
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

春
は
ま
た
、
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
今
年
の
卒
業
式
は
、
ま
た

格
別
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
須
川
中
学
校
そ
し
て
、
雄
勝
地
区
の
横
堀
、
院
内
、

秋
ノ
宮
、
小
野
の
各
小
学
校
が
最
後
の
卒
業
式
を
迎
え
ま
す
。
お
の
お
の
が
長
い

歴
史
を
持
ち
、
数
々
の
思
い
出
を
残
し
、
た
く
さ
ん
の
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
時
代
の
変
化
、
少
子
化
の
現
実
に
抗
し
き
れ
ず
。

　

最
後
の
卒
業
生
の
人
数
は
、
須
川
中
学
校
十
四
人
、
横
堀
小
学
校
十
六
人
、
院

内
小
学
校
十
二
人
、
秋
ノ
宮
小
学
校
八
人
、
小
野
小
学
校
八
人
で
、
ま
さ
に
隔
世

の
感
が
い
た
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
時
代
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
世
界
も
日
本
も
さ
ら
に
大
き
く
変
わ
る
大

変
な
時
代
が
続
き
ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
苦
も
あ
り
楽
も
あ
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ

な
式
は
人
生
の
節
で
す
。
節
が
あ
る
か
ら
竹
は
強
く
な
る
。
卒
業
式
も
入
学
式
も

日
々
の
誓
い
も
人
生
の
節
で
す
。
式
は
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
人
間
を
強
く
し
て

く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
厳
し
い
現
実
世
界
を
志
と
誇

り
を
持
っ
て
、
し
っ
か
り
学
び
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　

寒
中
恒
例
で
伝
統
あ
る
湯
沢
市
剣
道
三
時
間
立
切
試
合
、
女
子
の
部
二
時
間
立

切
試
合
は
、
素
足
で
キ
リ
リ
と
礼
儀
正
し
く
、
気
迫
の
こ
も
っ
た
試
合
で
、
見
て

い
て
も
何
か
凛
と
し
た
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
幕
末
剣
禅
書
の
達
人
、
山
岡
鉄
舟

先
生
の
教
え
を
く
み
、
百
錬
自
得
、
精
神
一
到
は
、
さ
す
が
文
武
両
道
、
人
間
鍛

錬
の
一
端
に
触
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。
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広告募集 平成２６年度の広告を募集します。詳しくは、市ホームページ
お知らせ欄の「有料広告の募集について」をご覧ください。

「広報ゆざわ」を会社やお店の
宣伝に利用してみませんか
　市では、新たな財源を確保するとともに、市民サービスの向上と地域経済の活性化を図るため、
「広報ゆざわ」に有料広告を掲載しています。
　以下のとおり、掲載する広告を募集しますので、会社やお店の宣伝にぜひご利用ください。

●広告規格
①標準枠　縦 126mm×横 94mm
　※締切日を過ぎても標準枠が空いている場合
　　は、次の形での掲載も可能となります。
　　⑴分割枠　１つの標準枠を上下２分割
　　　縦 62mm×横 94mm
　　⑵連結枠　２つの標準枠を横に連結
　　　縦 126mm×横 190mm

【掲載枠のイメージ】
標準枠 分割枠・連結枠

◎「政治活動、宗教活動、意見広告や個人の宣伝」など、
　掲載できない広告もありますので、詳しくはお問い合
　わせください。

●問い合わせ
〒012-8501　秋田県湯沢市佐竹町１番１号
湯沢市役所総務部総務課文書広報班
TEL：0183-55-8249　FAX：0183-73-2117

標準枠標準枠

標準枠標準枠

分割枠

分割枠
標準枠

連結枠
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